
嚇膵

安田桑津揺さ

私切出会った子どもたち
の横軸ぬ取材から見えてきたこ

安田莱津紀さんプロフ ィ ー ル

1 9 8 7 年神 奈 川 県生 まれ ､
上 智 大学 卒 ｡ St u di o

A F T E R M O D E 所属フ ォトジャ ー ナリスト
｡

1 6 歳 のとき､ ｢ 国境なき子どもたち｣ 友情の レポ ー

タ
ー

として カ ンボジアで貧困にさらされる子 どもたちを取材｡

現在 ､ カ ン ボジアを中心 に ､ 東南アジア ､ 中東 ､
ア フリ

カ
､
日本国内で貧困や災害の取材を進める｡ 東日本大

震災以 降は陸前高田市を中心 に､ 被災地 を記録し続

けて いる｡ T B S サンデ ー
･ モ

ー

ニ ン グの コメンテ ー タ ー と

しても活躍｡

2 0 1 2 年 ､

｢ H I V と共 に生まれる -

ウガ ンダの エ イズ孤

児たち -

｣ で第8 回名取洋之助写真賞受賞｡ 写真絵本

に『それ でも
､
海 へ 陸前高田に生きる』( ポプラ社) ､ 著

書に『君とまた ､ あの場所 へ シリア難民 の 明 日』(新潮

社) ｡

2 01 7年5月21[] (目)
1 4:30 ～1 6:00

フォレスト仙台ピル2Fホール
(仙台市青葉区相木1- 2

-

4 5)

5 0 0 円 ( 高校生以下は ､ 無料)

安田さんは ､
｢3 .
11 を心 に刻んで 20 13｣ (岩波ブッ

クレット) で ､ 被災地での 撮影につ いて語りながら ｢ 写

真に出来ることはとても微力だ｡ けれども今シャッタ
ー

を切るということは ､ 失われた命に日々 想い を馳せるこ

とで あり､ そして次の世代に残すことなの だ｡ 自分が 残

して いる写真が次の 世代の 命を救う可能性が 1 % でも

ある限り､ 写真を撮り続けようと思う｣ と結んで います｡

この ような想い は ､ 被災地の みならず ､ 中東をはじ

め ､ 世界各地で の写真から読みとることが できます｡

ぜひ ､ みなさんご参加ください ｡

◆会 場までの交 通手段

【地下鉄南北線】 北四番丁駅 ･ 下車 徒歩約 7 分

【バ ス】 堤通雨宮町
･ 下車 徒歩約 1 分

【主催】 一 般財団法人 宮城県教育会館 み や ぎ教育文化研究セ ン タ ー
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